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1 セコムについて
　セコムは、1962 年に日本初の警備保障会社とし
て創業し、1966 年には日本初の企業向けのオンラ
イン・セキュリティシステムを開発しました。
　オンライン・セキュリティシステムの仕組みは、
契約先に設置したセンサーなどのセキュリティ機器
を通信回線でセコムのコントロールセンターとつな
ぎ、24 時間 365 日、コントロールセンターの管制
員が監視します。契約先から侵入や火災などの異常
信号を受信すると、管制員が緊急発進拠点で待機し
ている緊急対処員に急行を指示し、必要に応じて警
察や消防に通報します。
　1981 年には、わが国初のホームセキュリティシ
ステムを発売し、家庭市場を開拓。現在は、国内合
計約 249 万 9,000 件（企業で約 107 万 6,000 件、家
庭で約 142 万 3,000 件）、海外約 94 万 3,000 件の契
約先を有しています（2020 年９月末現在）。

　セコム及びセコムグループは、現在、セキュリティ
サービスのほか、防災、メディカルサービス、保険、
地理空間情報サービス、BPO・ICT事業を展開して
います。
　また、海外 17 の国と地域で事業を展開。台湾、
韓国、中国、タイ、マレーシア、シンガポール、イ
ンドネシア、ベトナム、ミャンマー、フィリピン、
インド、トルコ、イギリス、スウェーデン、オース
トラリア、ニュージーランド、アメリカに進出して
います。

　セコムは、「あらゆる不安のない社会の実現」を

使命とし、いつでも、どこでも、誰もが「安全・安
心・快適・便利」に暮らせるサービスやシステムを
創造し、それらを統合・融合して社会になくてはな
らない新しいシステムを提供する「社会システム産
業」の構築をめざしています。
　2017 年５月には、この「社会システム産業」の
構築を一層加速するため、「セコムグループ 2030 年
ビジョン」を策定しました。このビジョンのもと、
暮らしや社会に安心を提供する社会インフラ「あん
しんプラットフォーム」を通じて、さまざまな社会
課題を解決することで、社会とともに持続的な成長
に向かって歩んでいます。

2 当社のデザインとその保護の取り組み
　「社会システム産業」の構築に必要とされる、新
しいシステムを構成する機器には今までにないモノ
をどうデザインするか、今までにあるモノでも新し
いサービス向けにどのようにデザインするかという
ところにポイントがあります。
　デザインの考え方としては、技術をアピールしな
いシンプルな機能表現が「安心のカタチ」であると
捉え、個人向けの小型機器から、家庭向けの操作機
器、センサー、監視カメラ、警備ロボット、大型の
飛行船に至るまで、それぞれの目的にあわせて具現
化することを心がけています。また、一人でも多く
の人にとって魅力的で使いやすくなるように審美性
と操作性の両立を図ったデザインを行っています。

１）�「21世紀のお守り」をイメージした個人向け
セキュリティ端末「ココセコム」

　「ココセコム」は 2001 年にサービスを開始した日


